靖國の御霊にふる里の新米を召し上がっていただく集いの会

奉　　納　　趣　　意　　書

わが国が戦後六十余年にわたって平和を享受することができたのは、ひとえに、祖国を護るために自らの貴い命を犠牲にされた靖國神社の英霊のお蔭であります。

まだ日本国が貧しかった当時、輸送もままならず、日々の糧食も欠乏するなか、靖國の御霊となられた多くの兵士たちは、ひもじい思いをしながら生まれ育ったなつかしいふる里への望郷の念を抱きつつ、戦い、斃れてゆかれました。現在、平和の下に生かされている私共は、死してなお祖国の行末を見守って下さっている靖國の御霊に対し、心からの感謝の気持を捧げるとともに、誇りある祖国を少しでも良くするための努めを果たし、御霊に報いていかなければなりません。

　瑞穂の国と呼ばれた日本国の民は、古来、稲作を行ってお米を収穫し、日々の生活の糧としてきました。宮中においては、天皇陛下が、春に五穀の豊穣を祈念され、さらに御自ら稲種を蒔かれ、秋には実った稲穂を収穫されております。その新穀を皇祖神天照大神にお召し上がりいただくべくお供えになり、感謝を捧げられるとともに御自らも召し上がられる新嘗祭が、毎年十一月二十三日に行われております。

　かつては全国津々浦々の一般の家庭においても、この日に、御先祖様に新米を供えて感謝の祭を行っていました。しかし戦後は、占領下でこの日が勤労感謝の日に変えられて今日に及んでおります。

　そこで私共は、日本民族として改めてこの新嘗祭の大事な意義と私共の先祖に思いをいたし、宮中と同じく十一月二十三日に、全国から収穫された新米を集めてそれを靖國神社に奉納し、全御霊にふる里の新米を召し上がっていただき、感謝を申し上げる会を立ち上げることにいたしました。

　ついては、このような思いに共鳴してこの企画に賛同して下さる同志を募り、それぞれのふる里でとれた新米を持ち寄り、靖國の全御霊に召し上がっていただき、その喜びを共にする集いを是非とも実現したいと考え、関係の皆様方に参加を呼びかけさせていただきました。

　今日、世界的に食の安全や食糧の危機、それに自然災害や環境の問題等が急速に憂慮される様になり、わが国においては、それらの諸問題に加えて米作りの将来と食糧自給率の低下が非常に心配されております。こうした状況下で、まず私共有志が最初にこのような行動を起こすことに意義があると考えました。

そこで、別紙目録に記載致しましたとおり奉納させて頂きます。
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